
　２月２７日、北原保育園の年長児１８人が紙すきでカード作りを体験しました。
阿久比町商工会青年部の地域貢献事業の一環で催されました。卒園を前
にした園児たちは出来上がったポストカードに、自分の一番好きな人へ感謝
の手紙を書いて渡すそうです。 

No. 954

誰に手紙を書こうかな 
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主な内容 

後期高齢者医療制度 

子ども総合支援センター開設 

ページ 

　４月から始まる７５歳以上の高齢者を対象とし
た新しい医療制度。保険料と納め方を紹介。 

　阿久比町の子育て支援の拠点となる施設です。「教育相談セ
ンター」と「子育て支援センターあぐぴっぴ」がオープンします。 

祭りばやしが聞こえる 
　町指定文化財の５台の山車を紹介する
シリーズ。今回は宮津南社山車を紹介。 

□ １１ 

あぐいぶらり旅 
北原天満宮に梅の花が咲く。体力
づくりコースもゴールが近づき…。 

□ １３ 

□ 4

□ 2

広
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広報あぐい　２００８年３月１５日号

　４月から７５歳以上の方（６５歳以上で一定の障害があると認定された方）は、「後期高齢者医療制度」に
加入し、後期高齢者医療制度の保険料を納めることになります。 
※　この新しい制度は、愛知県を単位とする「広域連合」が運営します。 

■問い合わせ先 
保険課医療年金係　 
fl（４８）１１１１　　 
（内２５７・２１５）　　 

○平成２０年３月まで ●平成２０年４月から 

老 人 保 健 制 度  
７５歳以上の国民健 
康保険被保険者 

７５歳以上の会社の健康保険、
共済組合、船員保険などの被
保険者およ 
び被扶養者 

一定の障害がある
と認定された６５歳
以上の人 

後期高齢者医療制度  
７５歳以上の人および一定の障害があると認定された６５歳以上の人すべてが、 

後期高齢者医療制度の被保険者 

保険料 保険料 
○　後期高齢者医療制度では、加入者一人ひとりが保険料を納めます。 
○　保険料は、一人当たりいくらと決められる「均等割額」と所得に応じて決められる「所得割額」を合計して、個人単
　位で計算されます。 
○　所得の低い方には、保険料の均等割額を世帯の所得水準に合わせた、７割・５割・２割の軽減制度があります。 
 
　愛知県の広域連合の保険料 
 
 
 
 
※　均等割額と所得割率は２年ごとに広域連合で見直されます。 
※　年金収入だけの被保険者については、収入額が１５３万円以下の場合には所得割額は賦課されません。 
※　保険料の賦課限度額は、年間一人５０万円です。 
 
　所得の低い方の軽減制度 
　軽減割合　　　軽減後の 
　　　　　　　均等割額(円) 　　

世帯（被保険者および世帯主）の総所得金額が下記の方 

　７割軽減　　 １２,０００円　　 「基礎控除額（３３万円）」を超えない世帯 

　５割軽減　 　２０,０００円　　 「基礎控除額（３３万円）＋２４.５万円×世帯の人数（本人を除く）」を超えない世帯 

　２割軽減　　 ３２,１００円 　　「基礎控除額（３３万円）＋３５万円×世帯の人数」を超えない世帯 

　※　６５歳以上の年金所得を算出する際、通常よりも１５万円さらに控除されます。 
　※　被保険者本人および世帯主の所得が確認できないと軽減されません。確定申告などを忘れずに行ってください。 

保険料の決め方 
均等割額 
４０,１７５円   総所得金額   × 

所得割率 
７.４３％ 

所得割額 
一人当たり 
保険料 

＋ ＝ 
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　これまでの医療保険の加入の仕方で納め方が違います 
納め方 納め方 

●職場の健康保険などに加入していた方 
　（被保険者本人） 

平成２０年４月分から保険料を納める方 

　職場の健康保険など被用者保険の被
保険者の方は、平成２０年３月分までは加
入している被用者保険の保険料を納め
ますが、平成２０年４月からは後期高齢者
医療制度の被保険者となりますので、後
期高齢者医療制度の保険料を納めます。 

○　年金が年間１８万円以上の方は、年金から保険料が差し引かれます（特別徴収）。それ以外の方は、納付書によって
　納めます（普通徴収）。 
※　介護保険料と合わせた保険料額が、年金額の２分の１を超える場合は、年金からの徴収の対象になりません。 
※　職場の健康保険だった方（本人・家族）は、平成２０年４月から８月までは年金から保険料を差し引くことができません
　ので、ご了承ください。 

●職場の健康保険などの被扶養者であった方 

平成２０年１０月分から保険料を納める方 

　これまで自分で保険料を納めていない職場の健康保険などの被扶養者の方も、後期高齢者医療制
度では被保険者となり保険料を納めることとなりますが、保険料の軽減措置があります。 
①被保険者になった月から２年間は均等割額が５割に軽減されます（２年間は所得割は課せられません）。 
②さらに平成２０年４月から９月までは保険料の全額が免除され、平成２１年３月までは均等割額が９割
　軽減される（所得割は課せられません）措置がとられます。 

  対象になる方　 

●国民健康保険に加入していた方 

　国民健康保険の被保険者の方は、平
成２０年３月分までは国民健康保険の保
険税（料）を市区町村に納めますが、平
成２０年４月からは後期高齢者医療制度
の被保険者となりますので、後期高齢者
医療制度の保険料を納めます。 

被用者保険の保険
料を納めます 

後期高齢者医療制度
の保険料を納めます 

平成２０年３月分までは 平成２０年４月分からは 

▲ 
平成２０年４月 

国保の保険料を納
めます 

後期高齢者医療制度
の保険料を納めます 

平成２０年３月分までは 平成２０年４月分からは 

▲ 
平成２０年４月 

■被扶養者の 
　方の保険料 
　免除・軽減 

所得割保険料 免　除  

免　除  

免　除  

９割軽減 
（１割負担） 

免　除  

５割軽減 
（５割負担） 

均等割保険料 

●制度施行日（平成２０年４月１日）の前日に、職場の健康保険などの被扶養者であった方 
●制度施行後に７５歳になって資格を得た日の前日に、職場の健康保険などの被扶養者だった方 

※　病院などの窓口で支払う自己負
担分を除いた費用のうち、約１割
分を後期高齢者の方に納めても
らう保険料で負担します。 

▲平成２０年４月 ▲平成２０年１０月 ▲平成２１年４月 
保険料は全額免除されます 

均等割が９割軽減され、 
所得割は免除されます。 

均等割が５割軽減され、 
所得割は免除されます。 

保険料の納め方 

保険料を納める月 保険料は大切な財源です 

納付書で納める（普通徴収）　※月末が休みの場合、翌月の初め 

７月～翌年２月までの８回（予定） 

年金から差し引き（特別徴収） 
４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月 

後期高齢者の保険料 
約１割 

若年者の保険料から 
の支援金　約４割 

公費 
（国・県・町） 
約５割 

後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 
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　子ども総合支援センターは、「子育て支援センター 　　　　　」と「教育相談センター」などの 

子育て支援関連施設を集めた阿久比町の子育て支援の拠点となる施設です。 

　子育てに悩んだり、不安を持っている保護者の方や子どもたちを対象に、相談員が対応します。 

　一人で悩まず、一緒に考えていきましょう。どうぞ気軽にご利用ください。 

☆　子育て支援センター　

4月14日（月）オープン 

対　象：0歳から就学前までの子どもと保護者 

主な事業内容 

＊子育て相談（電話・来所） 
＊つどいのひろば「ぴっぴひろば」 
＊子育てに関する情報の発信・提供 
＊子育てサークル・ボランティアの育成支援 
＊育児講座の開催 
問い合わせ先／ 
　　　　fl（47）0369

4月14日（月）オープン 4月14日（月）オープン 

☆　教育相談センター  

4月1日（火）午後1時オープン 

対　象：就学から15歳までの子どもと保護者 

主な事業内容 

＊教育に関する相談：いじめ、不登校、発達障害、 
　　　　　　　　　　虐待、家族関係、友人関係 など 
＊特別に対応を必要とする子どもへの支援 
＊子育てに関する教室、講座の開催 
＊その他、教育の振興に関すること 

問い合わせ先／ 
　　　　fl（49）2550

4月1日（火）午後1時オープン 4月1日（火）午後1時オープン 

（子ども総合支援センター代表電話兼用） 

場　　　　所：阿久比町スポーツ村クラブハウス2F 

開　　所　　日：月曜日～金曜日（土・日・祝日・年末年始は休み） 

開 所 時 間：午前９時～午後４時 

問い合わせ先：fl（４９）２５５０（子ども総合支援センター代表） 
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外あそびが大好きな 
元気っ子の長男。 

性格はやさしくて、いもうとの 
ぐーちゃんには 

あたまがあがらない。 

まだ、よちよち歩きの 
ぐーちゃんです。 

なかなかのがんこ者。 

ぴーすけとぴーこは 
双子です。 

どんな性格になるのかな？ 

っくん 
（2さい） 

ーちゃん 
　（1さい）　 

ーすけくん 
（0さい）　　 

ーこちゃん 
（0さい）　　 

WX
Z

Z

１ 

８ 

１５ 

２２ 

２９ 

 

７ 

１４ 

２１ 

２８ 

２ 

９ 

１６ 

２３ 

３０ 

３ 

１０ 

１７ 

２４ 

４ 

１１ 

１８ 

２５ 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 
児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 

児童館「あそびひろば」 
☆おともだちになろう 

＊中部保育園入園式 ＊南部保育園入園式 
＊町立保育園入園式 

おともだちになろう！ 
みんなで一緒にあそびましょう 
午前１０時半～午前１１時半 

おともだちになろう！ 
みんなで一緒にあそびましょう 
午前１０時半～午前１１時半 

おともだちになろう！ 
みんなで一緒にあそびましょう 
午前１０時半～午前１１時半 

おともだちになろう！ 
みんなで一緒にあそびましょう 
午前１０時半～午前１１時半 

昭和の日 

＊東部保育園入園式は、５日（土）です。 
☆児童館「あそびひろば」は卯ノ山児童館で行います。 
　時間は午前１０時～午前１１時半です。毎月第３水曜日は 
季節の行事やおもちゃ作りなど楽しい催しを計画します。 

こっこママ 

子育て支援センター 

オープン！ 

英
保育園

中部
保育園

草木
保育園

東部
保育園

城山
保育園

北原
保育園

南部
保育園

宮津
保育園

開放園

２７日
（火）

２１日
（水）

２０日
（火）

８日
（木）

１９日
（月）

１３日
（火）

１２日
（月）

７日
（水）５月

２４日
（火）

１８日
（水）

１７日
（火）

１２日
（木）

１６日
（月）

１０日
（火）

９日
（月）

３日
（火）６月

３０日
（火）

１７日
（水）

１６日
（火）

１１日
（木）

２２日
（月）

９日
（火）

８日
（月）

２日
（火）９月

２５日
（火）

１９日
（水）

１８日
（火）

１３日
（木）

１７日
（月）

１１日
（火）

１０日
（月）

４日
（火）１１月

２７日
（火）

２１日
（水）

２０日
（火）

８日
（木）

２６日
（月）

１３日
（火）

１９日
（月）

６日
（火）１月

２４日
（火）

１８日
（水）

１７日
（火）

１２日
（木）

１６日
（月）

１０日
（火）

９日
（月）

４日
（水）２月

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������
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� �
� �
� �
� �
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　４月１４日の「子育て支援センターあぐぴっぴ」開設に伴い、今まで
掲載していた「なかよし広場」の内容を変更して、今回から「ぴっぴ
だより」で子育て支援情報を紹介します。
　「あぐぴっぴカレンダー」では子育て支援センター、卯ノ山児童館
などの子育て支援情報をお知らせします。
　「園庭開放なかよし広場」（阿久比町保育協議会主催）の開催日も掲
載します。
　子育て支援の一助になるように多くの情報を提供していきます。
□問い合わせ先　住民福祉課　�（４８）１１１１（内３０１）
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
献
血

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：４
０

　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■場  
ゲ
ン
キ
ー
阿
久
比
店

■
健
康
体
操
の
集
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
体
操

　
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１９
年
９
月
１２
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
１０
月
８
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１９
年
１２
月
１２
日

　
　
　
　
　
～
平
成
２０
年
１
月
８
日
生
ま
れ

■
胃
が
ん
検
診

　
大
腸
が
ん
検
診

　
前
立
腺
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０
　
■■対  
申
込
者

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
）

■
離
乳
食
講
習
会
　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１９
年
７
月
～
８
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１８
年
９
月
１９
日

　
　
　
　
　
　
　
　
～
１０
月
１５
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
）

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１７
年
９
月
～
１０
月
生
ま
れ

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１９
年
４
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１３
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１７
年
３
月
生
ま
れ
　

■
胃
が
ん
検
診

　
大
腸
が
ん
検
診

　
前
立
腺
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０
　
■■対  
申
込
者

■
胃
が
ん
検
診

　
大
腸
が
ん
検
診

　
前
立
腺
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０
　
■■対  
申
込
者

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
４
日（
金
）・
１１
日（
金
）・
２５
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
身
長
・
体
重
・
血
圧

な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

　
４
月
１８
日（
金
）の
午
前
は
お
休
み
で
す
。

受
付
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

《
休
日
診
療
歯
科
診
療
所
》

６
日
�
 あ
ぐ
い
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 矢
高
字
高
岡
北
８
６

　
　
　
 �
４
９
－
０
３
７
３

１
３
日
�
 東
ケ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 福
住
字
高
根
台
１
１
－
６

　
　
　
 �
４
８
－
５
５
５
１

２
０
日
�
 ち
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
 阿
久
比
字
東
向
山
６
－
２９

　
　
　
 �
４
８
－
６
３
０
０

２
７
日
�
 山
田
内
科

　
　
　
 草
木
字
平
井
堀
３

　
　
　
 �
４
８
－
３
７
３
７

２
９
日
�
 浅
井
外
科

　
　
　
 白
沢
字
天
神
前
３
３
－
２

　
　
　
 �
４
８
－
８
７
８
７

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

《
休
日
診
療
担
当
医
院
》
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
　４月から、４０歳～７４歳の
方の健診制度が変わります。

Ｑ１：健診制度はどう変わる
　平成 ２０ 年４月１日から「老人保
健法」が廃止され、「高齢者の医
療の確保に関する法律」が施行さ
れます。
その結果、
「住民検診」⇒「健康診査」
「ミニドック」､「レディス検診」⇒
「各種がん検診」　
と形を変えて実施します。
　阿久比町国民健康保険に加入し
ている４０歳～７４歳の方は、阿久比
町で「特定健康診査」を受診し、必
要な方には生活改善に役立つアド
バイスを受けることができます。

Ｑ２：健診の実施主体は
　阿久比町から、医療保険者に変
わります。

Ｑ３：医療保険者とは
　健康保険証を発行している機関
をいいます。市町村国民健康保険、
健康保険組合、共済組合、政府管
掌健康保険などがあります。

Ｑ４：検査の内容は
　メタボリックシンドロームに着
目した内容になります。内臓脂肪
の蓄積を判定するため「腹囲測定」
を実施します。

Ｑ５：がん検診はどうなる
　各種がん検診、生活機能評価（筋

力や体力の衰えなどの「生活機能」
の低下がないか、早期に見つける
ための質問項目）などは、加入の
医療保険者に関係なく、今までど
おり阿久比町が実施します。
　６５ 歳以上の国民健康保険以外の
保険に加入している方は、胸部レ
ントゲン検査・生活機能評価・肝
炎検査（平成 １４ 年度～平成 １９ 年度
に対象で受診していない方）を受
けることができます。

Ｑ６：３９ 歳以下、７５ 歳以上の
方の健診は
　阿久比町が実施します。（７５ 歳以
上の方は、広域連合からの委託事
業です）後日、健診項目や、実施
内容についてお知らせします。

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年にににににににににににににににににににににににににににににに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度はははははははははははははははははははははははははははははは受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診ししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううう年に一度は受診しましょう

がん検診（予約制）
検診方法定員料金対象（今年度になる年齢）受付時間実施日種　別

　バリウムを飲み、レントゲンを撮ります。１００ 人１,０００ 円４０ 歳以上

９：００～１１：００

４月 １８日（金）、４月 ２１ 日（月）
４月 ２２日（火）、７月 ２ 日（水）
８月 １日（金）、９月４ 日（木）
１１月 １９日（水）、１月 ２７ 日（火）

胃がん
　２日分の便を採り、出血がないか調べます。１００ 人５００ 円４０ 歳以上大腸がん
　血液を採り、PSA（がんになった時に
血液中に増えるもの）の値を調べます。３０ 人６００ 円５０ 歳以上前立腺がん

　視触診とマンモグラフィーの両方の検査です。
　マンモグラフィーでは、乳房を機械ではさん
でレントゲンを撮ります。そのため、多少痛み
を伴うことがあります。
　豊胸術を受けた方は、この検査はできません。

７０ 人１,２００ 円４０ 歳以上９：００～１１：００
１３：００～１４：２０

７月 ３ 日（木）
８月 ３ 日（日）
９月 ２９日（月）
１０月 ２１日（火）
１１月 １２日（水）
１月 ２３日（金）

乳がん

　子宮頸がんのおこりやすい部位の細
胞を採って調べる検査です。１００ 人７００ 円２０ 歳以上９：３０～１１：００

１３：００～１４：２０子宮がん

　素足を測定装置に置いて、超音波を
あてる検査です。８０ 人１,０００ 円４０ 歳～７０ 歳の５歳間

隔の年齢になる女性
９：００～１１：００
１３：００～１４：２０

８月 ３ 日（日）
９月 ２９日（月）
１１月 １２日（水）

骨密度

※　７０ 歳以上は無料です。　※　各がん検診は、年に１回ずつしか受けられません。

レディスがん検診（予約制）
料　金対　象受付時間実施日

胃がん検診料（１,０００ 円）
大腸がん検診料（５００ 円）
乳がん検診料（１,２００ 円）
子宮がん検診料（７００ 円）
骨密度検診料（１,０００ 円）
※７０ 歳以上は無料

　４０ 歳以上の方で、すべての検診を希
望される方。
（ただし骨密度検診は、４０歳 ～ ７０ 歳の
５歳間隔の年齢になる方のみ）

９：００～１１：００５月 １９ 日（月）
５月 ２２ 日（木）

※　胃・大腸・乳・子宮がん検診・骨密度検診を同時に実施します。　※　定員　１日 ５０ 人まで

※　３月１７日（月）から予約を受け付けます。電話などで保健センターへ直接
　申し込みください。
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《 今 月 の お す す め 》

『俺の旅　５１８日ニッポン縦断強制放浪』
和田　虫象　著

『新シルクロード　激動の大地をゆく　下』
ＮＨＫ「新シルクロード」プロジェクト　編著
『なぜ、うちの子だけが“うつ”になる？』

税所　弘　著
『おいしくて、体にいい「お取り寄せ」の本』

株式会社マガジンハウス　著
『イラスト・クライミング』
阿部　亮樹　著／「岳人」編集部　監修

『日本語のゆくえ』
吉本　隆明　著

『めぐみ手帳［２００３.２.１０～２００７.１１.２４］
　　　　　娘を取り戻すための記録』

横田　滋／横田　早紀江　著
『哀れなるものたち』

アラスター・グレイ　著
『動くのは瞼だけ
ロックトイン・シンドロームからの奇跡の再生』
レティシア・ボーン＝デリアン　著

じゃがいもは、植え方を変えると、
病害虫に強くなるなど、農家に伝わ
る裏ワザを作物別に紹介。化学物質
に頼らずに「収量を上げる」「味を良
くする」など、野菜作りのレベルアッ
プを図れる１冊。

阿久比町立図書館
�48-6231

『生きもの地図をつくろう』
浜口　哲一　作

『ウォートンとモリネズミの取引屋』
ラッセル ･Ｅ ･エリクソン　作
ローレンス ･ディ ･フィオリ　絵

『リリー・モラハンのうそ』
パトリシア ･ライリー ･ギフ　作

『すっとび犬指名手配』
ジェレミー ･ストロング　作／矢島　眞澄　絵

おしいれのすみっこから、さくら

いろの毛糸玉がころりと出てきた。

すてきなベレー帽を編もうと思った

チイばあちゃん。かぎばりがないか

と、古い机をあけると ･･･。不思議

なひきだしが楽しい、ほのぼの絵本。
『ひみつのひきだしあけた？』『ひみつのひきだしあけた？』
あまん きみこ 作／やまわき ゆあまん　きみこ　作／やまわき　ゆりりこ 絵こ　絵

『もっとうまくなる『もっとうまくなる　　　　　　
プロに教わる家庭菜園の裏ワザ』プロに教わる家庭菜園の裏ワザ』

木嶋 利男 著木嶋　利男　著

★阿久比の昔発見　村絵図
　　３月１６日（日）まで

★スケッチ燦作品展
　　３月２０日（木）～３月３０日（日）

�������

４月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

５４３２１☆☆

１２１１１０９８�７６

１９１８１７１６１５�１４１３

２６２５�２４２３２２�２１２０

☆☆☆３０２９�２８２７

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

�������

４がつからいちねんせいになるみなさんへ
　しょうがっこう１ねんせいになったら、としょかんのかしだしけんをつくりましょう。
　おうちのひとといっしょにとしょかんへきてくださいね。
＊保護者の方へ＊
　小学校１年生になると、図書館の貸出券をつくることができます。
　新１年生の名前・生年月日・住所の確認できるもの（保険証など）を持って、
貸出券を作る子どもと一緒に図書館へ来てください。
　※知多５市５町に在住・在勤・在学している方は、貸出券をつくることがで
　　きます。（確認できるものが必要です。）
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 ⑬ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための
手引き」の中から、小学生用子育てＱ＆Ａの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてくだ
さい。 

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　低学年の時期には、どれくらい
　　の時間勉強すればいいのでしょうか。

□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）

　小学校の低学年が最も大切な時期だと言われ
ています。低学年で学習習慣を身に付けないと、
大きくなってからでは身に付きません。学力不
振も低学年から始まっているというデータも出
ています。

　保護者からのアプローチとしては、
①　毎日、同じ時刻に同じ場所（机）
　で学習することを繰り返す。
②　すぐに、学習を始めさせ、終わ

　るまで学習以外のことをさせない。
③　決められた時間内に終えられるように努力
　させ、学習後の楽しみを奪わない。　
などが挙げられ、習慣付けていきたいところで
す。
　家庭学習の時間の目安としては、
１年生１０分、２年生は２０分、３年生
は３０分のように、１０分×「学年」で
考えます。

Ｑ　低学年ではどんなことを勉強すれば　
　　いいのですか。
　学校で教わる授業の内容は、今後の学習の基
本ですので、しっかりとマスターすることが大
切です。
　具体的に家庭で行うとよい内容を紹介します。
＜１年生＞
　◎宿題
　・　足し算・引き算の計算カード（時々時間を計ってみる）
　・　国語の本読み（声を出して）
＜２年生＞
　◎宿題
　・　漢字練習
　・　掛け算九九
　・　自主学習としての漢字ドリルや計算ドリル
　宿題は先生が最も大切なことを家庭で繰り返すように出
すものですので、必ず取り組ませてください。
　それ以外にも世の中のことに目を向けるように導いてく
ださい。世の中の仕組みや、礼儀や作法など人として大切
なことを知り、さらに遊びや自然体験を通して感受性豊か
な子どもに育てることが必要です。

　

二
月
二
十
六
日
、
阿
久
比
町
幼
保
小
中

一
貫
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
「
二

分
の
一
成
人
式
」
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

で
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
研
究
部
会
か
ら
提
言
さ

れ
た
企
画
で
、
町
内
四
つ
の
小
学
校
の
四

年
生
二
百
十
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

四
年
生
の
児
童
た
ち
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
大
人
へ
の
道
の
り
の
半
分
に

達
し
た
十
歳
で
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振

り
返
り
、
十
年
後
の
将
来
を
考
え
る
機
会

に
し
よ
う
と
「
二
分
の
一
成
人
式
を
し
よ

う
」
と
い
う
四
校
統
一
の
単
元
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

二
十
歳
の
成
人
式
と
同
じ
よ
う
に
町
長

や
町
議
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、

一
月
に
成
人
式
を
終
え
た
堀
内
将
司
さ
ん

か
ら
「
一
緒
に
な
っ
て
喜
ん
だ
り
、
悲
し

ん
だ
り
で
き
る
友
達
を
つ
く
り
、
そ
の
友

達
を
ず
っ
と
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
校
児
童
の
代
表
が
学
習
発
表
し
た
中

で
「
や
さ
し
い
大
人
に
な
り
た
い
」。「
夢

の
あ
る
し
っ
か
り
と
し
た
大
人
に
な
ろ
う

と
思
う
」
な
ど
子
ど
も
た
ち
は
十
年
後
の

目
標
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
二
年
後
に
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
阿
久
比
中
学
校
に
入
学
し
ま
す
。
そ
し

て
十
年
後
に
二
十
歳
の
成
人
式
を
迎
え
ま

す
。

アトラクションで自分たちの学校を紹介する児童たち
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●安全な食材でみそ造り

２月２２日、中央公民館本館調理室であぐいくらしの
会と愛知県農村生活アドバイザーの指導のもと「手づ
くりみそ講習会」が開かれました。
前日から水に付けた阿久比産の大豆を鍋でやわらか
くなるまでゆで、ミキサーにかけてつぶし、塩と麹
（こうじ）を混ぜて容器に詰めていきました。半年後
には「みそ」になり食べごろになるそうです。
くらしの会のメンバーは「町で取れた大豆で作るみ
そです。安心して食べれますので皆さんもぜひ作って
みてください」と話していました。

みそ造りに取り組む参加者

●手作りのひな人形を園児たちにプレゼント

「子どもたちが喜んでくれる顔が大好きだから」と
竹内春蔵さん（草木）は、ひもで編んだアクセサリー
などを作り、毎年園児たちに贈り続けてくれています。
今年は「ひな祭り」にちなみ、町立の保育園児全員に
手作りの人形をプレゼントしてくれました。
３月３日、人形をもらったお礼にと草木保育園では

竹内さんを園に招待しました。園児たちが「ひな祭り」
の歌を披露すると、竹内さんは「ありがとう」と笑顔
で子どもたちに手を振り応えていました。

園児たちに人形を渡す竹内さん

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

２月２７日、阿久比中学の３年生が卒業を前に、か
つて自分たちの通った町内の幼稚園と保育園へ奉仕
活動に出掛け、約１時間かけて園の清掃作業を行い
ました。
また、町給食センターが卒業する生徒たちへ、思

い出に残る給食になるようにと３月３日と４日の２
日間「お祝い給食会」を中学校のアザレアホールで
催しました。メインディシュには好きなものが２種
類食べれるようにと「フライドチキン」「エビフライ」
「グラタン」が用意され、生徒たちは中学校生活最
後の給食を仲間と楽しそうに食べていました。
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熱田社へ勢いよく曳き込まれる宮津南社山車
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江
戸
時
代
か
ら
南
組
と
北
組
に
分
か
れ
て
�
お
く
る
ま
�
を
曳
き
回
す
、
宮
津
熱
田
社

の
祭
礼
は
四
月
の
第
三
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
伝
統
的
な
慣
習
を
引
き
継
ぐ

宮
津
の
祭
り
。
今
回
は 
宮  
津  
南  
社  
山  
車 
を
紹
介
し
ま
す
。

み
や 
づ 
な
ん 
し
ゃ 
だ 

し

��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

�
�
�
��������������������������������������������
��������������������������������������������
�
�
���������������������������������������������
���������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������

�
�
�

　

二
月
の
寒
い
土
曜
日
の
夜
、
宮
津
地
区

熱
田
社
の
社
務
所
に
南
組
の 
法  
被 
を
着
た

は
っ 
び

男
衆
が
集
ま
っ
て
く
る
。
祭
礼
の
会
合
を

開
く
た
め
だ
。

　

祭
り
で
は
役
割
分
担
制
の
慣
習
が
引
き

継
が
れ
る
。 
年 ねん 
行 

ぎ
ょ
う 

司 
は
山
車
運
行
の
最
高

じ

責
任
者
。
今
年
そ
の
大
役
を
務
め
る
の
が

新
美
康
弘
さ
ん
と
畠
山
和
孝
さ
ん
。
山
車

を
曳
く
若
衆
た
ち
を
ま
と
め
、
陣
頭
指
揮

を
執
る
。

　
「
う
ち
の
組
は
団
結
力
が
あ
り
ま
す
。み

ん
な
に
協
力
し
て
も
ら
い
楽
し
い
祭
り
に

し
た
い
で
す
。
特
に
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
す
」
と
意
気
込
む
新
美

さ
ん
。「
一
年
に
一
度
、
懐
か
し
い
顔
に

会
え
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
話
す
畠
山
さ

組
に
現
存
す
る
。
知
多
地
方
の
山
車
で
地

元
の
絵
師
の
下
絵
を
使
い
、
遠
州
の
彫
刻

師
が
か
か
わ
る
の
は
珍
し
い
と
の
こ
と
。

　
「
南
組
の
お
く
る
ま
で
見
て
も
ら
い
た

い
の
は
、
や
っ
ぱ
り
�
金
糸
の
龍
�
が
刺

し
ゅ
う
さ
れ
た
水
引
幕
か
な
あ
。
長
老
た

ち
か
ら
は
『
大
事
に
せ
に
ゃ
あ
か
ん
、
大

切
に
せ
よ
』
と
言
わ
れ
ま
す
」

　

祭
り
全
体
を
ま
と
め
る 
大 おお 
行 

ぎ
ょ
う 

司 
の
新

じ

美
五
世
男
さ
ん
は
、
水
引
幕
を
自
慢
し
つ

つ
�
組
の
宝
�
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
変
さ
を
話
す
。

　

山
車
の
骨
組
み
を
隠
す
た
め
、
左
右
と

後
ろ
の
堂
山
部
分
に
化
粧
の
幕
が
飾
ら
れ

る
。
全
体
を
覆
う
幕
を
「 
大  
幕 
」、
上
部

お
お 
ま
く

に
取
り
付
け
る
幕
を
「 
水  
引  
幕 
」
と
呼
ぶ
。

み
ず 
ひ
き 
ま
く

　
『
南
車
山
車
永
代
帳
』
に
は
、
天
保
四

（
一
八
三
三
）
年
の
項
に
「
黒
羅
紗
に
龍

縫
付
水
引
幕
」
と
記
載
。
黒
い
毛
織
物
の

上
に
龍
が
縫
い
付
け
ら
れ
る
。
梶
を
切
っ

た
瞬
間
、
風
圧
で
水
引
幕
が
浮
き
上
が
り
、

龍
が
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
「
白
い
水
引
幕
は
多
い
で
す
が
、黒
は
珍

し
い
と
思
い
ま
す
。
今
に
も
飛
び
出
し
て

き
そ
う
な
迫
力
の
あ
る
龍
は
一
見
の
価
値

が
あ
り
ま
す
よ
」

　

年
代
を
重
ね
、
傷
み
が
激
し
い
「
水
引

幕
の
修
繕
」
が
会
合
の
議
題
に
上
が
る
。

社
務
所
の
外
は
折
か
ら
の
北
風
に
乗
っ
て

雪
が
舞
い
始
め
た
。
話
は
熱
く
語
ら
れ
る
。

　
「
次
の
世
代
へ
残
さ
な
け
れ
ば
」

　

会
合
に
集
ま
っ
た
全
員
の
強
い
思
い
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

次
回
は
大
古
根
八
幡
社
山
車
を
紹
介
し

ま
す
。

南組のメンバー。中央は水引幕。

ん
は
現
在
常
滑
市
に
住
み
、
山
車
を
曳
く

た
め
に
宮
津
へ
戻
っ
て
く
る
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
が
好
き
だ
か
ら
、

昔
な
が
ら
の
祭
り
の
い
い
と
こ
ろ
を
、
次

の
世
代
へ
残
さ
な
け
れ
ば
」。二
人
が
口
を

そ
ろ
え
る
。

　

南
組
に
残
る
『
南
車
山
車
永
代
帳
』
か

ら
、
山
車
の
建
造
は
宝
暦
年
間
（
一
七
五

一
〜
一
七
六
四
）
以
前
で
あ
る
。

　

正
面 
梶  
棒 
上
部
の
奥
行
き
と
厚
み
が
あ

か
じ 
ぼ
う

る 
壇  
箱 
は
、
大
人
の
目
の
高
さ
に
位
置
し
、

だ
ん 
ば
こ

「
大
江
山
鬼
退
治
」
の
精
巧
な
彫
刻
で
飾

ら
れ
る
。
遠
州
（
現
浜
松
市
）
出
身
で
明

治
中
期
に
活
躍
し
た 
増  
井  
時  
三  
郎 
の
作
品
。

ま
す 
い 
と
き 
さ
ぶ 
ろ
う

彫
刻
の
も
と
に
な
る
下
絵
は
岩
滑
村
（
現

半
田
市
）
出
身
の
絵
師 
春 

し
ゅ
ん 

耕 
が
描
き
、
南

こ
う
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８２ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
隊
員
が
ロ
ー
プ
を

降
下
し
、
負
傷
者
を
担
架
に
乗
せ
て
、
吊

り
上
げ
救
助
、
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
想

定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
高
速
か
つ
機

動
性
を
生
か
し
て
、
地
上
で
の
消
防
隊
と

協
力
し
な
が
ら
、
迅
速
で
的
確
な
防
災
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
環
境
の
変
化
や
都
市
化
の
進
展
に

伴
い
、
災
害
の
種
類
も
多
様
化
し
て
き
ま

し
た
。
地
震
、
津
波
、
風
水
害
な
ど
は
高

度
な
防
災
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
愛
知
県
は
、
平
成
八
年
に
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
水
難
事
故
や
山
岳
遭
難
事
故
、

山
林
火
災
、
高
速
道
路
上
で
の
多
重
事
故

な
ど
に
出
動
す
る
件
数
は
年
々
増
加
し
、

平
成
十
九
年
は
百
十
九
件
（
前
年
比
五
十

三
件
増
）
あ
り
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
に
も
急
傾
斜
地
や
山
林
が
点

在
し
、
地
上
か
ら
の
消
防
隊
に
よ
る
活
動

が
困
難
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
二
月
二
十

一
日
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
陸
上
競
技
場

を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
知
多
中
部
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
愛
知
県
防
災
航

空
隊
と
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
全
身
打
撲
で
意
識
不
明
の

重
症
の
負
傷
者
を
救
助
す
る
た
め
に
、
上

空
で
ホ
バ
リ
ン
グ
（
上
空
停
止
）
し
た
防

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ
コココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

スポーツ村陸上競技場へ着陸した防災ヘリコプター
「わかしゃち」

全長１７.１ m・全幅２.８ m大 き さ

５,３９８kg最大全備重量

１５人定 員

２４３ km/h
（新幹線と同じくらい）

巡 航 速 度

７８３ km
（名古屋市から函館市くらいまで）

航 続 距 離

６,０９６ m
（飛行中の限界高度）

限 界 高 度

「わかしゃち」愛称の由来
鯱は「水を呼ぶ」といわれ、火災を鎮圧する
という意味で防災を象徴し、若は行動力を表
わしています。（県民公募）

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気象情

報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・防災ねっ

と」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、町か

ら発信する防災の緊急情報などをメールでお知らせします。

※　災害時緊急メール登録者数９０９人（３月５日現在）

　インターネット接続画面からアドレスを入力してください。

☆アドレス

　http://www.anshin-bousai.net/agui/

※　すべての携帯電話端末に対応しています。

※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。

☆阿久比町のＨＰアドレス

　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携帯電話で
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高
根
台
西
公
園
前
の
信
号
を
左
に
曲
が

り
住
宅
街
を
通
り
抜
け
る
。
少
し
歩
く
と

住
宅
が
な
く
な
り
、
畑
を
横
目
に
細
い
坂

道
を
上
り
第
十
一
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の

「
白
沢
グ
ラ
ン
ド
」
を
目
指
す
。

人
の
声
が
聞
こ
え
る
。
グ
ラ
ン
ド
で
は

揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
子
ど
も
た
ち

が
野
球
の
練
習
に
励
む
。
コ
ー
チ
の
大
き

な
声
が
飛
ぶ
。
そ
れ
に
負
け
じ
と
駆
け
回

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
実
に
気
持
ち
が
い

い
。

「
こ
の
少
年
た
ち
、
大
リ
ー
ガ
ー
の
イ

チ
ロ
ー
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
け
ど
、
星

飛
雄
馬
の
大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル
は
知
ら
な
い

だ
ろ
う
な
あ
」。私
が
く
だ
ら
な
い
こ
と
を

言
う
と「
僕
も
知
ら
な
い
で
す
よ
」。「
え
ぇ
。

そ
う
な
の
」。
友
人
と
年
の
差
を
感
じ
た
。

第
十
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
北
原

天
満
宮
」
に
梅
の
花
が
咲
く
。
北
原
天
満

宮
は
天
暦
九
（
九
五
五
）
年
、
菅
原
道
真

公
を
祭
神
と
し
て
、
阿
久
比
の
郷
を
開
い

た
と
い
わ
れ
る
英
比
麿
（
道
真
の
孫
）
住

居
跡
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

道
真
公
が
梅
を
愛
し
、
英
比
麿
の
子
孫

で
坂
部
城
主
に
な
っ
た
久
松
家
が
梅
を
家

紋
と
し
た
ゆ
か
り
も
あ
り
、梅
の
花
は「
町

の
花
」
に
も
制
定
さ
れ
て
い
る
。

〈 
東  
風 
吹
か
ば　

匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花

こ 

ち

　

あ
る
じ
な
し
と
て　

春
を
わ
す
る
な
〉

道
真
公
が
詠
ん
だ
和
歌
が
境
内
の
立
て

札
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「〈
う
め
ー
梅　

早
く
食
べ
た
い　

梅
干
で
〉
と
詠
ん
だ
の

は
君
だ
っ
た
よ
ね
え
。
い
つ
か
ど
こ
か
で

紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
よ
」。「
い

や
ー
、
僕
の
作
品
な
ん
か
・
・
・
」。
友
人

の
笑
顔
は
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
さ
そ
う
。

第
十
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
八
幡

社
」
に
着
く
。
こ
の
神
社
で
は
、
毎
年
旧

暦
の
一
月
七
日
の
早
朝
に「
山
の
神
祭
り
」

が
行
わ
れ
る
。
わ
ら
で
長
さ
一
�
ほ
ど
の

「
ツ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
縄
を
編
み
、
神
社

拝
殿
前
に
飾
ら
れ
た
縄
に
ツ
ト
を
掛
け
て

「
山
の
神
の
頂
栄
さ
無
事
息
災
に
頂
栄

さ
・
・
・
」
と
唱
え
な
が
ら
一
年
の
豊
作

や
健
康
が
祈
ら
れ
る
。
二
月
十
三
日
に
祭

り
が
行
わ
れ
た
と
聞
く
。
狛
犬
に
ツ
ト
が

残
さ
れ
る
。
縁
起
物
だ
と
思
い
、
私
た
ち

も
そ
の
ツ
ト
に
触
れ
て
境
内
を
後
に
す
る
。

十
・
五
�
あ
っ
た
「
体
力
づ
く
り
コ
ー

ス
」
も
い
よ
い
よ
最
後
の
第
十
四
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
「
宝
安
寺
」
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。
重
か
っ
た
足
取
り
も
い
つ
の

ま
に
か
軽
や
か
。「
♪
梅
は
咲
い
た
か
ぁ
ー
、

桜
は
ま
だ
か
い
な
ぁ
ー
♪
」
二
人
で
鼻
歌

を
口
ず
さ
む
。
あ
っ
と
い
う
間
に
宝
安
寺

に
到
着
し
た
。

今
回
の
ぶ
ら
り
旅
で
は
、
運
動
不
足
も

少
し
だ
け
解
消
で
き
た
し
、
春
の
訪
れ
も

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
は
ど
こ
へ
出

掛
け
よ
う
か
考
え
な
が
ら
帰
途
に
就
く
。

白
沢
駅 

坂
部
駅 

⑫ 

⑬ 

⑪ 
⑭ ⑭ 

① 
⑨ 

⑧ 

② 

③ 

⑤ 
④ 

⑥ 

⑦ 

⑩ ⑩ 

八幡社 

北原 
天満宮 

宝安寺 宝安寺 

白沢グランド 

知多
半島
道路
 

高根台 
中央公園 
高根台 
中央公園 

興昌寺 興昌寺 

安
楽
寺

安
楽
寺 

熊
野
神
社

熊
野
神
社 

安
楽
寺 

熊
野
神
社 

板山グランド 

板山公民館 
ふれあいの森 ふれあいの森 

下南池 

トマトハウス 
団地 

トマトハウス 
団地 

板山長根古窯 

NTT東海総合グランド 

阿久比広域調整池 阿久比広域調整池 

英比小学校 英比小学校 

福住老人憩の家 福住老人憩の家 

上長根池 上長根池 

草木川 

阿久
比川
 八幡神社狛犬の上に残されたツト

北原天満宮に咲く梅の花
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
通
じ
て
健

全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
社
会
教
育
活
動

で
男
女
を
問
わ
ず
参
加
で
き
ま
す
。

　

阿
久
比
第
一
団
で
は
、
次
の
と
お
り
活

動
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

三
月
二
十
三
日（
日
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
森

□
内　

容　

カ
レ
ー
作
り
体
験
、
屋
外

　

ゲ
ー
ム
、
簡
単
な
工
作

□
参
加
対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
保
育

園
・
幼
稚
園
の
年
長
児
お
よ
び
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

□
費　

用　

無
料

□
申
し
込
み　

不
要
（
当
日
現
地
に
集

　

ま
っ
て
く
だ
さ
い
）

入
団
者
の
募
集

　

入
団
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
子

ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
活
動
の
見
学
や

体
験
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
年
長
児
〜
小
学
二
年
生　

ビ
ー
バ
ー
隊

・
小
学
三
年
生
〜
五
年
生　

カ
ブ
隊

・
小
学
六
年
生
〜　
　
　
　

ボ
ー
イ
隊

□
問
い
合
わ
せ
先　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
阿

久
比
第
一
団　

団
委
員
長　

加
藤
明
彦

�
０
９
０（
８
４
７
５
）９
０
１
５

�
　

愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、
勤
労
者
と
そ

の
家
族
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
文
化
教

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

室
を
開
催
し
ま
す
。

□
募
集
人
員　

各
講
座
若
干
名
（
先
着

　

順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ア
イ
プ

ラ
ザ
半
田
（
半
田
勤
労
福
祉
会
館
）

　

�（
２
３
）２
２
５
５

受講料開講日講　師講座内容科　目

１期（３カ月）
　　　　７,８００円

月２回
第２・４土曜日
　午後１：００～
　　　　午後３：００

日本画家
（日本美術院）
小柴年弘　先生

墨と筆が綾なす清美…墨
の濃淡による技法など、
水墨画の基礎から高度な
技術までを指導します。

水墨画

１期（３カ月）
　　　　７,８００円
（粘土・焼成代別）

月２回
第１・３土曜日
　午前１０：３０～
　　　　午後０：３０
　午後１：３０～
　　　　午後３：３０

陶芸家
（常滑）
中野敦得　先生

土ねり、成形、絵付など
一連の陶芸技術と知識を
実技指導します。粘土の
持ち帰りによる家庭自習
もできます。

陶　芸

　警察では生活を脅かす泥棒を一人でも多く逮捕するため、努力していますが、捜査活動には皆さんの
協力が必要不可欠です。ちょっとした一言が、犯人の逮捕につながる大きな手がかりとなります。 

□問い合わせ先　半田警察署　fl（２１）０１１０ 

◆住宅街で付近の様子をうかがいながらうろついている　 
◆留守の隣家で窓ガラスの割れる音がした 
◆留守の隣家で物音がする 
◆駐車車両の中をのぞき込んでいる 
◆マンションの通路で、２人～３人が周囲の様子をうかがっている 
◆見知らぬ車がエンジンを掛けたまま、いつまでも停まっている 
◆深夜に閉店しているはずの店の中で懐中電灯がちらついている
ときなどは、そのままにすることなく、できるだけ早く１１０番し
てください。 
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Information

�□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
内

□
勤
務
内
容　

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
二
十
一

年
三
月
三
十
一
日　

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
週
四
日
、

三
十
三
時
間
以
内
の
シ
フ
ト
制
）

□
賃　
　

金　

社
会
福
祉
協
議
会
就
業
規

則
が
定
め
る
金
額

□
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
一
級
・
二
級
い
ず
れ
か
の
有

資
格
者

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

資
格
証
明
書
の
写
し
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

三
月
二
十
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
３
２
）

�□
勤
務
場
所　

ほ
く
ぶ
幼
稚
園

□
勤
務
内
容　

幼
稚
園
バ
ス
の
添
乗
員

□
募
集
人
員　

一
人

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
勤
務
期
間　

四
月
九
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後

二
時
半
〜
午
後
四
時
（
水
曜
日
の
み
午

後
一
時
半
〜
午
後
三
時

□
賃　
　

金　

七
百
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

健
康
で
意
欲
の
あ
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

三
月
二
十
五
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
三
階
）

□
勤
務
内
容　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
車
を

運
転
し
、
利
用
者
の
送
迎

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

九
時
か
ら
の
一
時
間
と
午
後
三
時
か
ら

の
一
時
間

□
賃　
　

金　

千
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

健
康
で
意
欲
の
あ
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

三
月
二
十
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
３
２
）

□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
三
階
）

□
勤
務
内
容　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

介
護
業
務

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

九
時
〜
午
後
四
時
（
一
日
六
時
間
勤
務

の
シ
フ
ト
制
、
月
八
十
時
間
以
内
）

□
賃　
　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
一
級
・
二
級
い
ず
れ
か
の
有

資
格
者

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

資
格
証
明
書
の
写
し
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

三
月
二
十
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
３
２
）

□
勤
務
場
所　

阿
久
比
町
内

□
勤
務
内
容　

高
齢
者
、
障
害
者
へ
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

八
時
半
〜
午
後
五
時
十
五
分
（
一
日
八

時
間
以
内
勤
務
の
シ
フ
ト
制
、
月
八
十

時
間
以
内
）

□
賃　
　

金　

九
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
、
看
護
師
、

ヘ
ル
パ
ー
一
級
・
二
級
い
ず
れ
か
の
有

資
格
者

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）、

資
格
証
明
書
の
写
し
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

三
月
二
十
八
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
３
２
）
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�
　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
町
県
民

税
（
普
通
徴
収
分
）
の
納
税
通
知
書
は
、

各
納
期
（
第
一
期
〜
第
四
期
）
の
納
付
書

を
一
冊
に
ま
と
め
、
一
年
に
一
回
第
一
期

の
納
付
月
（
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

＝
四
月
、
町
県
民
税
＝
六
月
）
に
郵
送
し

ま
す
。

※　

各
納
期
に
、
納
税
通
知
書
と
納
付
書

は
切
り
離
さ
ず
に
、
金
融
機
関
な
ど
に

持
参
し
て
納
付
く
だ
さ
い
。

※　

納
付
書
は
機
械
で
処
理
し
ま
す
の
で

汚
し
た
り
、
折
り
曲
げ
た
り
し
な
い
よ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

各
納
期
の
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場

合
は
再
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
税
の
担

当
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

町
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

税
務
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　

（
内
２
１
８
・
３
０
２
）

�
　

半
田
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命
講
習
を

開
講
し
ま
す
。

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

�

�

�

�

�

�

�

Information

お知らせ  
InformationInformation

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員　

・
四
月
九
日（
水
）　

午
後
一
時
半
〜
午
後

四
時
半　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署

（
定
員
二
十
人
、
先
着
順
）

・
四
月
十
九
日（
土
）　

午
後
一
時
半
〜
午

後
四
時
半　

半
田
消
防
署
（
定
員
三
十

人
、
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
比
支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�平
成
二
十
年
度
第
一
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど

　

四
月
二
十
七
日（
日
）

　

乙
種
第
１
類
〜
６
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

　

三
月
二
十
四
日（
月
）〜

　

四
月
一
日（
火
）

□
試
験
手
数
料

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

	

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

平
成
二
十
年
度
第
一
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時

　

四
月
十
五
日（
火
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

東
海
市
立
商
工
セ
ン
タ
ー

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
４
類
が
対
象

□
受
付
期
間

　

三
月
十
日（
月
）〜
四
月
十
四
日（
月
）

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

三
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

　

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

愛
知
県
の
保
健
所
で
は
四
月
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
支
所
を
「
保
健
分
室
」
と
す
る

組
織
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
健
康
危
機

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
専
門

職
員
を
保
健
所
に
集
約
化
し
て
、
機
能
強

化
を
図
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
保
健
所　

�（
２
１
）３
３
４
１

　

愛
知
県
医
療
福
祉
計
画
課　

�
０
５
２

（
９
５
４
）
６
２
６
６

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　
「
も
り
の
学
舎
」
は
、
自
然
体
験
や
ク

ラ
フ
ト
工
作
な
ど
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。

　

土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
に
は
、
イ
ン

タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
森
の
案
内
人
）
と
歩
く

森
の
ツ
ア
ー
や
自
然
の
素
材
を
使
っ
た
工

作
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い

ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

も
り
の
学
舎
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
６
１（
６
１
）２
３
１
５

　

Ｈ
Ｐ

　

http://w
w
w
.aichi

‐ kankyo

‐ 

gakushu

‐ plaza

‐ unet.ocn.ne.jp

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

「森のツアー」の様子
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□人権・行政・心配ごと相談
　３日（木）・１７日（木）
　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１７日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午後１時～午後４時
□問い合わせ先　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）
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は
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む
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�
���
�
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�
��

�
��

�
�

つ 

げ

�
�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
��

�
��

�
�

ひ
づ
め

�
�
�
��
���
��
	
�
��

�
��

�
�

い
っ 
せ
ん

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
��

�
�

�
���
��
�
�
�
�
	


�
�

�
��

�
��
�

�

あ
ま 

だ

�
���
��
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�

ひ
も 
ろ
ぎ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

へ 

さ
き

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�

�
�
��

�
��

�
�

か
ぶ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

��

�
�
�
�
�

�
　

愛
知
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
知
多
支
部

主
催
（
後
援
阿
久
比
町
ほ
か
）
の
写
生
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
、
小
学
生
以
下
の
方
に
は
、
参
加
賞
も

用
意
し
ま
す
。
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

□
日　

時　

四
月
六
日（
日
）　

午
前
十
時

〜
午
後
二
時
（
当
日
が
雨
天
の
と
き
は
、

四
月
十
三
日
に
順
延
）

□
会　

場　

ふ
れ
あ
い
の
森

□
表　

彰　

県
知
事
賞
、
中
日
新
聞
社
賞

な
ど
優
秀
作
品
に
は
、
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈

□
作
品
展　

七
月
下
旬
に
中
央
公
民
館
で

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
申
し
込
み　

当
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
管

理
事
務
所
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

　

愛
知
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
事
務
局　

�（
２
１
）４
０
３
２

�
　

広
報
あ
ぐ
い
に
子
ど
も
の
写
真
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

□
必
要
な
も
の　

　

写
真
（
三
歳
以
下
の
子
ど
も
）
、
保
護

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）
・
誕
生
日
・
性
別
・
保
護

者
の
名
前
を
書
い
た
も
の
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�愛
知
県
生
活
協
同
組
合　

様

　

阿
久
比
町
へ
消
防
広
報
車
一
台
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


４月の 

会　場内　　容日　　時

野球場愛知県高等学校優勝野球選
手権大会知多地区予選会４月１日（火）～

野球場愛知県高等学校優勝野球
選手権大会　愛知県大会４月１２日（土）～

陸上競技場スポーツ村を走ろう４月１３日（日）
９時３０分～１１時３０分

野球場全尾張高等学校野球選手
権大会　知多地区予選会４月２６日（土）～

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００
消防広報車

�

�

�

�

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

平成２０年度タクシー料金助成券の支給を４月１日か
ら行います。次のものを持参してください。
○継続の方
証明書（タクシー料金助成券登録時に作成したもの）、

　印鑑
○新規の方

本人の写真（３cm×２．５cm）、印鑑
□問い合わせ先
　保険課介護保険係�（４８）１１１１（内２２８・２９０）

高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者タタタタタタタタタタタタタタククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーー料料料料料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金金金金金助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成券券券券券券券券券券券券券券のののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交高齢者タクシー料金助成券の交付付付付付付付付付付付付付付をををををををををををををを付を行行行行行行行行行行行行行行いいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままますすすすすすすすすすすすすす行います



18

広報あぐい　２００８年３月１５日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

954

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

2月　救急・火災
救急救急　　　　　８６８６
交通事故交通事故　　　７７
急 病急　　病　　６０６０
そそ の 他の 他　　１９１９

火災火災　　　５５
建 物建　物　　３３
車 両車　両　　００
その他その他　　２２

平成20年3月31日で 

交通災害共済制度を廃止します 

平成20年3月31日で 

交通災害共済制度を廃止します 交通災害共済制度を廃止します 交通災害共済制度を廃止します 
　交通災害共済制度は昭和４６年から行ってきましたが、社会情
勢が大きく変化し、民間のさまざまな傷害保険や自動車保険制
度などが普及している現在は、公共の交通災害共済制度の必要
性が薄れ、制度の役割を終えたものとして、平成２０年３月３１日
で終了することになりました。 
 
※　制度廃止後も、平成２０年３月３１日までに発生した交通事故に対
　する見舞金請求の受け付けは従来のとおり行います。 
　　請求期限は交通事故が発生した日から１年以内となっていますの
　で注意してください。 
 
□問い合わせ先　知多中部広域事務組合　fl（２１）１４９０ 
　　　　　　　　防災交通課　fl（４８）１１１１（内２０８） 

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１


